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癒痕組織による漏斗部および腎杯の閉塞などがあげ
られる2)｡また,腎結核で石灰化を示す場合は,
long-sandingcaseといわれており,通常,画像診
断的に遭遇する結核性腎病変は,より進行 した型
の,いわゆる漆喰腎や自然的腎隔絶を呈しているこ
とが多いように思われる｡今回の症例は,巨大膿癌
壁に,活動性結核病巣が認められ,111In-WBC は,
膿虜壁に集積していると考えられた｡
非結核の膿癌では,その大きさによるが,膿療内
部に強く111In-WBCの集積が示される症例を経験
しており,その点から推測すると,壁にのみ集積し
た所見は結核性膿癌の特徴と考えられた｡
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